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総
合
的
な
消
防
技
術
を
磨
く
機
会

　

消
防
団
の
消
防
技
術
の
向
上

と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
26
年
度
丹
波
市

消
防
団
消
防
操
法
大
会
が
、
７

月
６
日
（
日
）、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

青
垣
で
行
わ
れ
、
各
地
域
の
支

団
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
ポ
ン
プ

車
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
合

わ
せ
て
12
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

消
防
操
法
は
、
実
際
の
火
災
現

場
を
想
定
し
て
、
ポ
ン
プ
車
（
消

防
車
）
ま
た
は
小
型
ポ
ン
プ
か

ら
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
放
水
し
、

火
点
を
倒
す
ま
で
の
数
十
秒
の

タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
ま
た
、
指

揮
者
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
番
員
に
、

ホ
ー
ス
延
長
や
放
水
、
ポ
ン
プ

操
作
な
ど
の
役
割
が
細
か
く
決

め
ら
れ
、
標
的
を
倒
す
ま
で
の

タ
イ
ム
以
外
に
も
、
操
作
の
正

確
性
や
安
全
性
、
規
律
な
ど
が

審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
操
法
を
披
露

　　

大
会
は
、
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ

ン
プ
の
部
と
も
に
、
何
カ
月
に
も

わ
た
る
練
習
で
磨
き
上
げ
た
技
と

技
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
白
熱
し
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、次
々

と
好
タ
イ
ム
が
記
録
さ
れ
、
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
を
制
し
た
の

は
、
青
垣
支
団
第
４
分
団
第
２

部
。
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
さ
を
兼
ね

備
え
た
操
法
を
披
露
し
、
県
大
会

へ
の
切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

指
揮
者
を
務
め
た
和
田
真
吾
さ
ん

（
33
）
は
、「
優
勝
だ
け
を
め
ざ
し

て
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
県

大
会
に
向
け
て
さ
ら
に
技
術
を
高

め
、
優
勝
を
狙
い
た
い
」
と
、
次

の
目
標
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
市
島

支
団
第
１
分
団
第
１
部
が
激
戦
を

制
し
、
大
会
２
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。「
連
続
優
勝
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
な
か
、
団
員

が
一
致
団
結
し
た
こ
と
が
こ
の
結

一
操
入
魂

丹
波
市
消
防
団
消
防
操
法
大
会
に
迫
る

洗
練
さ
れ
た
消
防
技
術
を
披
露
し
、
団
員
の
誇
り
と

威
信
を
か
け
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

Interview

【大会結果】

◆ポンプ車の部　団体賞

優勝　青垣支団第４分団第２部

準優勝　市島支団第５分団第１部

◆小型ポンプの部　団体賞

優勝　市島支団第１分団第１部

準優勝　青垣支団第４分団第２部

◆ポンプ車の部　個人賞

指揮者　池上大樹（氷上支団第２分団第１部）

１番員　酒井陽祐（氷上支団第２分団第１部）

２番員　石田晋也（市島支団第 5分団第１部）

３番員　足立　優（青垣支団第４分団第 2部）

４番員　婦木辰也（春日支団第 1分団第２部）

◆小型ポンプの部　個人賞

指揮者　竹村健次（市島支団第１分団第１部）

１番員　山名猛司（市島支団第１分団第１部）

２番員　稲継雄三（氷上支団第３分団第２部）

３番員　長久佳宏（氷上支団第３分団第２部）

　

数
十
秒
に
か
け
た
思
い
は

決
し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
い

丹
波
市
消
防
団
団
長　

岩
澤　

宏
一
（
56
）

H i g h l i g h t
魅せた！消防魂

果
に
つ
な
が
っ
た
」
と
指
揮
者
を

務
め
た
竹
村
健
次
さ
ん
（
39
）
は

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
（
日
）
に
兵
庫
県
立

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
（
三
木
市
）

で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
は
、
丹

波
市
代
表
と
し
て
、
ポ
ン
プ
車
の

部
で
優
勝
し
た
青
垣
支
団
第
４
分

団
第
２
部
が
出
場
し
ま
す
。

ポンプ車の部優勝　青垣支団第４分団
第２部のみなさん

小型ポンプの部優勝　市島支団第 1
分団第１部のみなさん

出場隊員を代表して選手宣誓を行う
青垣支団第４分団第２部の指揮者

山南支団第４分団第２部の操法で大
会は幕を開けました

①操法開始を前に整列する隊員
②放水に向けて一斉に動き出す隊
員③④放水はじめの合図で送水が
はじまります⑤⑥勢いよくホース
を持ち出すようす⑦仲間の操法を
見守る隊員たち

①

③④

⑦

②

⑧息の合った放水を披露⑨火点
に向けて真っ直ぐにホースを延
ばすようす⑩⑪気迫のこもった
表情で筒先を抱える隊員

⑩

⑪

　火災現場では、 少ない人数でよ

り速く、 より正確に放水する技術が

求められます。 消防操法は、 火災

現場で冷静かつ迅速に対応するた

めの基本的動作など、 総合的な現

場対応力を磨くとても重要な訓練

です。

　災害現場に飛び込むということは、

自分の命を危険にさらすことになりま

す。 また、 同時に、 仲間の命を預

かる責任も課せられます。 長期にわ

たる厳しい練習を乗り越えた後に形

成されるチームワーク、 信頼関係こ

そ、 この消防操法の最も大きな意義

であると考えています。 そして、 磨

き上げた消防技術とチームワークが

地域住民のみなさんの安全 ・ 安心

につながるものと確信しています。

⑥

⑨

⑧

⑤


